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一
『
万
葉
集
』
伝
本
の
う
ち
、
仙
覚
文
永
十
年
本
系
統
の
ひ
と
つ
に
寂
印
成
俊
本

系
統
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
『
校
本
萬
葉
集
』
⑴

で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明

さ
れ
て
い
る
。

　

 

文
永
十
年
書
寫
に
係
る
仙
覚
文
永
三
年
本
の
今
一
つ
の

統
は
、
寂
印
成
俊

等
の
手
に
よ
つ
て

へ
ら
れ
た
本
で
あ
る
。
す
な
は
ち
應
長
元
年
に
桑
門
寂

印
、

授
の
奥
書
を
加
へ
、
文
和
二
年
に
權
少

都
成
俊
、
新
寫
本
に
奥
書

を
為
し
た
本
の
系
統
で
あ
る
。

『
校
本
萬
葉
集
』を
参
考
に
寂
印
成
俊
本
の
特
徴
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

・
全
巻
に
目
録
が
あ
る
。

　

・ 

巻
一
巻
末
に
、「
天
平
勝
宝
五
年
左
大
臣
橘
諸
兄
撰
万
葉
集
云
々
」
⑵

、「
文

永
十
年
八
月
八
日
於
鎌
倉
書
写
畢
」
、
「
文
永
三
年
八
月
十
八
日　

権
律
師

仙
覚
」
の
奥
書
が
あ
る
。

　

・
巻
二
の
二
一
七
番
歌
第
二
十
九
、
三
十
句
「
悔
弥
可
念
恋
良
武
」
を
欠
く
。

　

・ 

巻
二
の
一
〇
四
、
巻
三
の
三
〇
八
、
巻
四
の
五
七
〇
、
巻
五
の

八
〇
六
、
八
〇
七
番
歌
の
訓
を
欠
く
。

　

・
巻
十
五
の
尾
題
を
欠
く
。

　

・ 

巻
二
〇
巻
末
に
、
「
文
永
三
年
歳
次
丙
寅
八
月
廿
三
日
」
の
仙
覚
の
奥
書
、

「
応
長
元
年
十
月
廿
五
日
」
の
寂
印
の
奥
書
、
「
文
和
二
年
癸
巳
中
秋
秋
八

月
二
十
五
日
」
の
成
俊
の
奥
書
が
あ
る
。

右
の
特
徴
を
持
つ
諸
本
の
中
で
、
巻
七
の
一
九
九
四
か
ら
一
二
二
二
番
の
歌
順

が
、
流
布
本
で
あ
る
寛
永
版
本
と
同
一
、
す
な
わ
ち
旧
国
歌
大
観
の
歌
番
号
⑶

ど

お
り
に
並
ん
で
い
る
も
の
を
、
大
矢
本
系
統
と
呼
ぶ
。
こ
の
歌
順
は
、
本
来
は

一
二
〇
八
か
ら
一
二
二
二
番
歌
が
先
、
一
一
九
四
か
ら
一
二
〇
七
番
歌
が
後
と
な

る
の
が
正
し
く
⑷

、
巻
七
錯
簡
本
と
も
呼
ぶ
。
そ
の
一
方
で
、
巻
七
に
錯
簡
の
な

い
寂
印
成
俊
本
系
統
の
諸
本
の
う
ち
、
今
川
範
政
が
仙
覚
文
永
本
に
由
阿
相
伝
の

本
で
校
合
を
加
え
た
禁
裏
御
本
と
の
校
合
を
代
赭
ま
た
は
紫
で
書
き
入
れ
た
も
の

を
中
院
本
系
統
と
呼
ん
で
い
る
。
中
院
本
系
統
の
場
合
に
は
、
寂
印
成
俊
本
系
統

の
特
徴
に
加
え
、
以
下
の
奥
書
等
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。

　

・ 

巻
一
巻
末
に
禁
裏
御
本
に
由
来
す
る
「
権
律
師
仙
覚
生
年　

四
十
五
」
の

奥
書
。

　

・
巻
一
巻
末
に
「
古
万
葉
集
序
」
。

　

・ 

巻
二
巻
末
に
「
永
和
元
年
十
一
月
廿
五
日
」
の
由
阿
、
「
応
永
廿
三
丙
申

初
秋
下
旬
」
の
今
川
範
正
の
奥
書
。

　

・ 

巻
二
〇
巻
末
に
、
「
永
和
元
年
十
一
月
廿
五
日
」
の
由
阿
、
「
応
永
廿
五
戊

戌
卯
月
上
旬
」
の
今
川
範
正
の
奥
書
。

以
上
の
特
徴
を
有
し
、
『
校
本
萬
葉
集
』
に
お
い
て
、
寂
印
成
俊
本
系
統
と
さ

れ
て
い
る
諸
本
は
次
の
十
四
本
で
あ
る
⑸

。

　

・ 

大
矢
本
（
巻
七
錯
簡
本
）
系
統

『
万
葉
集
』
寂
印
成
俊
本
系
統
の
書
式
に
つ
い
て

野
呂
　
香
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近
衛
本
・
大
矢
本
・
図
書
寮
一
本
・
竹
柏
園
一
本
・
広
幡
（
野
口
）
本

　

・
中
院
本
系
統

　
　
　

 
京
大
本
・
谷
森
本
⑹

・
谷
森
氏
一
本
・
多
和
文
庫
本
・
伝
空
性
法
親
王

筆
本
・
岩
崎
文
庫
一
本
・
野
宮
定
基
筆
本
・
大
島
雅
太
郎
氏
所
蔵
本

右
に
加
え
、
前
田
家
仙
覚
本
、
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
本
（
以
下
、
伊
達

文
庫
本
と
称
す
）
が
、
中
院
本
系
統
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
十
六
本
が
寂
印

成
俊
本
系
統
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
中
院
本
系
統
に

つ
い
て
は
、
大
石
真
由
香
氏
⑺

に
よ
っ
て
、
禁
裏
御
本
か
ら
の
書
入
過
程
が
明
ら

か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
田
中
大
士
氏
⑻

に
よ
っ
て
禁
裏
御
本
に
由
来
す
る

書
入
と
仙
覚
寛
元
本
系
統
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
巻
七
錯
簡
本
を
含
め
た
寂
印
成
俊
本
系
統
全
体
に
つ
い
て
は
、
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
仙
覚
文
永
本
末
流
の
寂
印
成
俊
本
系
統
で
あ
る
か

ら
、
本
文
研
究
の
視
点
か
ら
は
、
重
視
さ
れ
な
い
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。
そ
の

一
方
で
、
寂
印
成
俊
本
系
統
の
訓
が
活
字
附
訓
本
、
寛
永
版
本
へ
と
受
け
継
が
れ
、

流
布
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
『
万
葉
集
』
享
受
の
点
か
ら
は
、
寂
印
成

俊
本
系
統
全
体
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
寂
印

成
俊
本
系
統
の
諸
伝
本
に
つ
い
て
書
式
を
中
心
と
し
た
調
査
を
行
い
、
寂
印
成
俊

本
の
様
相
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

二本
稿
で
は
、
寂
印
成
俊
本
系
統
諸
本
の
書
式
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
と
し

て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
す
で
に
、
小
川
靖
彦
氏
⑼

に
以
下
の
指
摘

が
あ
る
。

　

 

堂
上
歌
壇
で
は
、
仙
覚
文
永
十
年
本
萬
葉
集
（
特
に
、
仙
覚
の
萬
葉
学
を
、

由
阿
と
は
別
の
系
統
で
継
承
し
た
寂
印
・
成
俊
の
本
）
が
多
数
書
写
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
本
は
、
縦
三
〇
㎝
、
横
二
〇
㎝
を
越
え
る
大
型
の
も
の
が

多
く
、
し
か
も
料
紙
に
一
頁
八
行
の
罫
紙
を
用
い
て
い
る
も
の
も
多
い
。

た
し
か
に
、
寂
印
成
俊
本
系
統
と
さ
れ
る
諸
本
に
は
、
墨
で
罫
線
の
施
さ
れ
た

罫
紙
⑽

を
用
い
た
本
が
多
い
。
近
衛
本
、
大
矢
本
、
京
大
本
と
い
っ
た
代
表
的
な

諸
本
は
、
す
べ
て
半
葉
八
行
の
罫
紙
を
用
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
在
知
ら
れ
て

い
る
寂
印
成
俊
本
系
統
の
諸
本
、
十
六
本
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
⑾

。
そ
の
結

果
を
、
使
用
し
た
料
紙
に
お
け
る
罫
線
の
有
無
、
題
詞
と
歌
の
高
低
に
よ
っ
て
分

類
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
が
高
く
、
歌
が
低
い

　
　

大
矢
本
系
統　

近
衛
本
・
大
矢
本
・
図
書
寮
一
本

　
　

中
院
本
系
統　

 

京
大
本
・
伝
空
性
法
親
王
筆
本
・
谷
森
氏
一
本
（
巻
二

〜
十
）
・
岩
崎
文
庫
一
本

②
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
が
低
く
、
歌
が
高
い

　
　

大
矢
本
系
統　

広
幡
（
野
口
）
本

　
　

中
院
本
系
統　

 

谷
森
本
・
谷
森
氏
一
本
（
巻
十
一
〜
十
九
）
・
前
田
家

仙
覚
本

③
罫
紙
を
用
い
ず
、
題
詞
が
高
く
、
歌
が
低
い

　
　

大
矢
本
系
統　

竹
柏
園
一
本

　
　

中
院
本
系
統　

伊
達
文
庫
本

④
罫
紙
を
用
い
ず
、
題
詞
が
低
く
、
歌
が
高
い

　
　

中
院
本
系
統　

 

多
和
文
庫
本
・
野
宮
定
基
筆
本
・
大
島
雅
太
郎
氏
所
蔵

本

以
上
よ
り
、
寂
印
成
俊
本
系
統
諸
本
に
は
、
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
を
高
く
、
歌

を
低
く
書
く
と
い
う
書
式
上
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
、
題
詞
を
高
く
、
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歌
を
低
く
書
く
と
い
う
特
徴
は
、
寂
印
成
俊
本
系
統
の
特
徴
で
は
な
く
、
寂
印
成

俊
本
系
統
が
属
す
る
仙
覚
文
永
本
系
統
の
特
徴
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
寂
印
成

俊
本
系
統
で
あ
り
な
が
ら
、
題
詞
が
低
く
、
歌
を
高
く
書
く
諸
本
の
方
に
、
何
某

か
の
理
由
が
あ
る
と
見
て
良
い
。

一
方
、
『
万
葉
集
』
伝
本
の
う
ち
、
墨
で
罫
線
の
引
か
れ
た
料
紙
、
す
な
わ
ち

罫
紙
を
用
い
た
も
の
は
、
天
治
本
に
認
め
ら
れ
る
の
み
で
稀
な
書
式
で
あ
る
⑿

。

本
来
、
料
紙
に
罫
線
を
引
く
の
は
、
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
（
一
九
九
三
年

八
月　

岩
波
書
店
）
に
も
「
古
く
経
典
、
記
録
な
ど
の
類
、
特
に
巻
子
本
に
み
ら
れ
、

通
常
の
写
本
や
版
本
で
は
な
い
も
の
が
多
い
」
⒀

と
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
経
典

や
記
録
で
は
な
い
『
万
葉
集
』
に
用
い
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

実
際
、
今
回
の
調
査
に
伴
い
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
す
る
『
万
葉
集
』
の

紙
焼
き
写
真
及
び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
五
十
本
ほ
ど
を
確
認
し
た
が
、
寂
印
成
俊

本
系
統
以
外
で
は
罫
紙
の
使
用
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
⒁

。
し
か
し
、
寂
印
成
俊

本
系
統
諸
本
で
は
十
六
本
の
う
ち
、
十
一
本
が
罫
紙
を
用
い
て
お
り
、
現
存
す
る

寂
印
成
俊
本
系
統
を
特
徴
付
け
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
調
査
結
果
か
ら

は
、
寂
印
成
俊
本
系
統
で
あ
る
か
ら
罫
紙
を
用
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
罫

紙
を
用
い
て
い
る
伝
本
は
寂
印
成
俊
本
系
統
で
あ
る
と
は
言
う
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
な
ら
ば
、
寂
印
成
俊
本
系
統
で
あ
り
な
が
ら
、
罫
紙
を
用
い
て
い
な
い
諸
本

に
何
某
か
の
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
寂
印
成
俊
本
系
統
諸
本
の
う
ち
、
半
葉
八
行
書
き
で

な
い
の
は
、
岩
崎
文
庫
一
本
と
竹
柏
園
一
本
の
二
本
の
み
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、

半
葉
八
行
書
き
と
い
う
書
式
も
ま
た
、
寂
印
成
俊
本
系
統
を
特
徴
付
け
る
書
式
と

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
以
下
、
半
葉
八
行
書
き
の
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
を
高
く
、
歌

を
低
く
書
く
と
い
う
書
式
を
寂
印
成
俊
本
系
統
共
通
書
式
と
仮
定
し
て
、
寂
印
成

俊
本
系
統
の
諸
本
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
く
。

三ま
ず
は
、
い
わ
ゆ
る
大
矢
本
系
統
、
巻
七
錯
簡
本
系
統
の
諸
本
に
つ
い
て
見
て

お
こ
う
。
大
矢
本
系
統
諸
本
は
、
近
衛
本
・
大
矢
本
・
図
書
寮
一
本
が
、
半
葉
八

行
書
き
の
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
を
高
く
、
歌
を
低
く
書
く
と
い
う
寂
印
成
俊
本
系

統
共
通
書
式
に
従
っ
て
い
る
。
近
衛
本
は
縦
一
尺
五
分
、
横
七
寸
七
分
の
袋
綴
冊

子
で
江
戸
初
期
の
書
写
、
大
矢
本
は
縦
九
寸
五
分
、
横
七
寸
二
分
の
袋
綴
冊
子
で

室
町
末
期
の
書
写
、
図
書
寮
一
本
は
縦
三
〇
．
九
㎝
、
横
二
三
．
一
㎝
の
袋
綴
冊

子
で
江
戸
初
期
の
書
写
で
あ
る
⒂

。
す
べ
て
半
葉
八
行
書
き
の
大
型
の
冊
子
本
と

な
っ
て
い
る
。
近
衛
本
、
大
矢
本
は
二
〇
冊
揃
っ
て
い
る
が
、
図
書
寮
一
本
は
巻

一
、
二
、
十
四
を
欠
く
た
め
、
巻
一
の
奥
書
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
近

衛
本
、
図
書
寮
一
本
に
は
禁
裏
御
本
と
の
校
合
に
よ
る
書
き
入
れ
が
あ
る
が
、
書

き
入
れ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
⒃

。

大
矢
本
系
統
の
中
で
、
半
葉
八
行
書
き
の
罫
紙
を
用
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

題
詞
を
低
く
、
歌
を
高
く
書
い
て
い
る
の
が
、
広
幡
（
野
口
）
本
で
あ
る
。
広
幡
（
野

口
）
本
は
、
寛
文
九
年
以
降
に
書
写
、
縦
三
〇
．
六
㎝
、
横
二
二
．
二
㎝
の
袋
綴

冊
子
で
巻
一
、
三
、
四
、
五
、
六
、
十
、
十
一
の
零
本
七
冊
を
石
川
武
美
記
念
図
書
館
が

所
蔵
し
て
い
る
。
全
体
は
活
字
無
訓
本
の
書
写
本
で
、
書
本
で
あ
る
活
字
無
訓
本

に
従
い
、
題
詞
を
低
く
歌
を
高
く
書
い
て
い
る
。
そ
こ
に
、
寂
印
成
俊
本
系
統
の

本
で
校
合
を
行
い
、
訓
及
び
活
字
無
訓
本
に
欠
け
て
い
る
巻
四
後
半
五
二
一
か
ら

七
九
二
番
歌
を
補
っ
て
お
り
、
訓
は
、
墨
、
朱
、
紺
青
を
用
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

巻
四
後
半
五
二
一
か
ら
七
九
二
番
歌
の
部
分
が
、
寂
印
成
俊
本
系
統
本
文
の
写
本

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
書
本
と
な
っ
た
活
字
無
訓
本
は
、
題
詞
を
低
く
歌
を
高

く
書
い
て
お
り
、
巻
四
後
半
を
補
う
際
に
、
他
の
部
分
に
書
式
を
合
わ
せ
、
統
一

を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
活
字
無
訓
本
に
は
罫
線
は
な
い
。
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罫
紙
を
用
い
ず
、
題
詞
を
高
く
歌
を
低
く
書
い
て
い
る
本
に
、
竹
柏
園
一
本
が

あ
る
。
竹
柏
園
一
本
は
、
巻
二
の
み
の
零
本
で
石
川
武
美
記
念
図
書
館
が
所
蔵
し

て
い
る
。
縦
二
八
．
〇
㎝
、
横
二
〇
．
五
㎝
の
袋
綴
冊
子
で
江
戸
時
代
の
書
写
と

さ
れ
る
。
こ
の
本
は
、
半
葉
七
行
書
き
で
あ
る
の
だ
が
、
他
の
大
矢
本
系
統
諸
本

と
比
較
す
る
と
寸
法
、
特
に
横
の
寸
法
が
二
㎝
程
度
小
さ
い
。
寂
印
成
俊
本
系
統

で
罫
紙
を
用
い
て
い
る
場
合
、
行
間
で
あ
る
界
幅
は
二
．
四
㎝
程
に
な
る
場
合
が

多
く
、
竹
柏
園
一
本
も
罫
線
は
な
い
も
の
の
、
行
間
は
二
．
四
㎝
で
あ
る
。
横

二
〇
．
五
㎝
で
は
、
八
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
に
七
行
と
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
訓
は
、
墨
、
朱
は
あ
る
の
だ
が
、
紺
青
訓
は
な
く
、
そ
の
部

分
は
空
白
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
他
の
寂
印
成
俊
本
系
統
で
は
紺
青
訓
の
部

分
を
墨
書
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
紺
青
訓
を
持
た
な
い
の

は
、
書
本
の
訓
の
有
様
を
受
け
継
い
だ
の
で
は
な
く
、
書
本
に
は
紺
青
訓
が
あ
っ

た
が
、
竹
柏
園
一
本
の
書
写
時
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
朱
訓
の
記
入
ま
で
で
書
写

を
終
え
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
校
本
萬
葉
集
』
で
は
中
院
本
系
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
谷
森

氏
一
本
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
谷
森
氏
一
本
は
、
縦
三
一
．
六
㎝
、

横
二
二
．
九
㎝
の
大
型
袋
綴
冊
子
で
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
巻
一
、
二
十
以

外
の
十
八
冊
を
、
現
在
は
宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
し
て
い
る
。
『
校
本
萬
葉
集
』

で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
谷
森
氏
一
本
は
、
巻
十
ま
で
の
前
半
九
巻

と
巻
十
一
か
ら
の
後
半
九
巻
に
異
な
る
系
統
の
本
文
を
も
つ
取
り
合
わ
せ
本
で
あ

る
。
じ
つ
は
、
巻
二
か
ら
巻
十
ま
で
の
前
半
九
巻
は
、
半
葉
八
行
書
き
の
罫
紙
を

用
い
、
題
詞
を
高
く
、
歌
を
低
く
書
き
、
巻
七
に
錯
簡
を
持
つ
と
い
う
大
矢
本
系
統
、

巻
七
錯
簡
本
の
特
徴
を
持
つ
。
た
だ
、
他
の
寂
印
成
俊
本
系
統
諸
本
に
は
見
え
な

い
題
詞
部
分
の
墨
訓
を
多
数
持
っ
て
お
り
⒄

、
紺
青
で
あ
る
べ
き
訓
を
墨
書
す
る

な
ど
、
巻
七
錯
簡
本
系
統
で
は
あ
る
が
、
か
な
り
末
流
の
本
文
で
は
な
い
か
と
推

定
さ
れ
る
⒅

。
巻
二
か
ら
十
ま
で
の
書
き
入
れ
の
内
容
か
ら
は
、
巻
十
一
以
降
を

谷
森
本
と
さ
れ
る
中
院
本
系
の
本
で
校
合
し
た
際
に
、
大
幅
に
手
が
加
え
ら
れ
た

様
子
が
う
か
が
え
、
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
巻
一
巻
末
に
、
中
院
本
系
特
有
の
奥

書
が
書
か
れ
た
の
も
、
巻
十
以
下
が
補
わ
れ
た
時
点
だ
と
見
て
良
い
⒆

。
し
た
が
っ

て
、
谷
森
氏
一
本
の
前
半
九
巻
に
つ
い
て
は
、
図
書
寮
一
本
と
同
様
に
、
大
矢
本

系
統
本
文
に
中
院
本
系
の
本
に
よ
っ
て
校
合
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
す
る
の
が
適

当
で
あ
り
、
前
半
九
巻
は
中
院
本
系
統
で
は
な
く
、
大
矢
本
系
統
と
し
て
お
く
。

以
上
、
大
矢
本
系
統
の
諸
本
で
は
、
寂
印
成
俊
本
系
統
共
通
書
式
に
当
て
は
ま

ら
な
い
広
幡
（
野
口
）
本
、
竹
柏
園
一
本
に
は
、
共
通
書
式
を
採
用
し
な
い
理
由

が
そ
れ
ぞ
れ
に
存
在
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
半
葉
八
行
書
き
の
罫
紙
を
用
い
、
題

詞
を
高
く
、
歌
を
低
く
書
く
と
い
う
書
式
が
、
少
な
く
と
も
大
矢
本
系
統
に
お
い

て
は
、
共
通
書
式
と
し
て
存
在
し
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

四次
に
、
中
院
本
系
統
の
諸
本
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
大
矢
本
系
統
と
は
異

な
り
、
中
院
本
系
統
の
諸
本
で
は
、
半
葉
八
行
書
き
の
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
を
高
く
、

歌
を
低
く
書
く
と
い
う
寂
印
成
俊
本
系
統
共
通
書
式
を
持
つ
も
の
は
、
京
大
本
と

伝
空
性
法
親
王
筆
本
の
二
本
の
み
で
あ
る
。
中
院
本
系
統
諸
本
を
比
較
し
て
み
る

と
、
そ
の
書
式
の
違
い
が
、
本
文
、
書
き
入
れ
内
容
の
違
い
と
関
係
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
書
式
、
奥
書
、
巻
一
巻
頭
歌
部
分
の
訓
に
つ
い
て
、
一
覧
を
表
1

に
示
し
た
⒇

。
巻
一
巻
末
の
奥
書
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
だ
が
、
巻
二
巻
末

に
「
永
和
元
年
十
一
月
廿
五
日
」
の
由
阿
、
「
応
永
廿
三
丙
申
初
秋
下
旬
」
の
今

川
範
正
の
奥
書
を
持
つ
も
の
は
、
京
大
本
と
伝
空
性
法
親
王
筆
本
、
岩
崎
文
庫
一

本
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
三
本
に
共
通
す
る
の
は
、
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
を
高
く
、
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巻
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巻
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巻
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巻
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巻
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巻
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巻
1
巻
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歌
書

　
式

表１　中院本系統諸本一覧（〇は有、×は無、△は存在するが一致しないことを示す。）

此一冊者先年中院大納言通村卿染筆給所也　良恕

以上禁御本奥書也

かきよせてきよ／むとすれとよろ／つ葉の／おつるはたえぬ

／松のした／庵

縮両巻以為一帖十冊内

右此本者以写校両本具勘之雖然朱墨紺之三点　…　応永廿五

戊戌卯月上旬　正五位下源朝臣前上総介範政　判

此本為嫡第付属之本三代／相伝之間所奉授迎阿弥陀仏也／永

和元年十一月廿五日／桑門由阿　在判

又校本奥書云　毎巻在之

此以下禁御本奥書也（代赭）

慶長元年ヨリ至此奥書無御本（代赭）

万葉集余過目以後　…　文和二年癸巳中秋八月二十五日／権

少僧都成俊記之

陰蘿芝代玉松之枝緒吹風赤土与路津葉分野佐々良之光波　桑

門寂印　在判

応長元年十月廿五日以相伝説不残秘訓授申源幸公訖

書写本云

本云（代赭）

此奥ヨリ成俊記之至奥書無シ禁御本奥書奥有之（代赭）

先度書文云　…　永三年歳次丙寅八月廿三日　権律師仙覚

万葉集巻第十五（尾題）

中院拾遺従年少耽載籍而常翫翰墨愚感其深志馳禿筆助勤労者

也／慶長丙午仲冬中旬　野儒秀賢

慶長十二年仲春九日書写訖　素然

縮両巻以為一帖十冊内

以写類両本具令一校畢／応永廿三丙申初秋下旬／前上総介判

此本為嫡第付属之本三代／相伝之間所奉授迎阿弥陀仏也／永

和元年十一月廿五日／桑門由阿在判

校本奥書云

禁御本奥書　此奥書十冊共ニアリ以下略之（代赭）

此一冊者先年冷泉大納言／為満卿被染筆所也／良恕

古万葉集序

以上禁御本奥書也（代赭）

天平勝宝五年左大臣橘諸兄撰万葉集云々

已上写本奥書記之　…　二反校了仮名再校卒

斯本者　…　権律師仙覚生年　四十五

又本　奥書云

以下禁御本奥書也（代赭）

此本者　…　文永三年八月十八日　権律師仙覚

文永十年八月八日於鎌倉書写畢

写本云／本云

御本長歌朱点无之毎本可止之（代赭）

天平勝宝五年左大臣橘諸兄撰万葉集云々

此以下異本无　在古万葉集序奥書歟（藍青）

「籠毛与美籠母乳」の「美」に「ミ」の訓

「泊瀬朝倉宮御宇天皇代」に「ミヤ」「アメノシタシロシメス

スメラミコトノミヨ」の訓

「雑歌」に「サツカ」の訓

紀州本系統との校合による書き入れ（藍青）

代赭・紫

朱
紺青

目録
歌

題詞

罫線

行数

×
×

〇
〇

〇
〇

〇
×

×
〇

〇
〇

〇
×

×
〇

〇
×

×
〇

〇
〇

×
×

×
×

×
〇

〇
〇

×
×

〇
〇

×
×

〇
×

〇
×

×
△

△
〇

〇
〇

低
高

〇
7

岩崎文

庫一本

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

低
高

〇
8

京大本

×
×

〇
〇

〇
〇

〇
×

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
×

×
〇

〇
〇

〇
〇

×
〇

△
〇

〇
〇

〇
×

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
×

〇
△

〇
〇

〇
〇

低
高

〇
8

伝空性法

親王筆本

×
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
×

△
×

×
×

×
×

×
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

高
低

×
8

多和文

庫本

×
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

△
〇

高
低

×
8

野宮定

基筆本

×
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
×

×
×

×
×

×
×

×
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
〇

〇
〇

〇
〇

高
低

〇
8

前田家

仙覚本

×
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
×

〇
〇

〇
×

×
×

×
×

×
×

△
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

低
高

×
8

伊達文

庫本
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歌
を
低
く
書
く
と
い
う
寂
印
成
俊
本
系
統
共
通
書
式
で
あ
る
。

京
大
本
は
、
縦
三
〇
．
七
㎝
、
横
二
三
．
二
㎝
の
袋
綴
冊
子
で
江
戸
初
期
の
書

写
と
さ
れ
る
。
料
紙
の
罫
線
は
、
書
い
た
も
の
で
は
な
く
摺
ら
れ
た
も
の
で
界
幅

は
二
．
四
㎝
で
あ
る
。
禁
裏
御
本
と
の
校
合
が
全
巻
に
代
赭
で
書
き
入
れ
ら
れ
て

お
り
、
書
き
入
れ
内
容
と
し
て
は
、
中
院
本
系
統
諸
本
で
は
最
も
詳
細
で
あ
り
、

中
院
本
系
統
の
代
表
と
し
て
、
『
校
本
萬
葉
集
』
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
伝
空

性
法
親
王
筆
本
は
、
縦
一
尺
七
分
、
横
八
分
の
袋
綴
冊
子
で
江
戸
初
期
の
書
写
と

さ
れ
る
⒇

。
京
大
本
と
伝
空
性
法
親
王
筆
本
は
半
葉
八
行
書
き
と
い
う
書
式
も
共

通
し
て
お
り
、
互
い
に
近
い
関
係
が
あ
る
の
か
と
も
推
測
さ
れ
る
が
、
巻
一
巻
頭

歌
の
標
目
で
、
京
大
本
に
は
「
ミ
ヤ
」
「
ア
メ
ノ
シ
タ
シ
ロ
シ
メ
ス
ス
メ
ラ
ミ
コ

ト
ノ
ミ
ヨ
」
と
い
う
代
赭
訓
が
あ
る
が
、
伝
空
性
法
親
王
筆
本
は
こ
の
訓
を
持
た

な
い
。
ま
た
、
京
大
本
で
は
、
巻
一
巻
頭
歌
の
第
一
句
「
籠
毛
与
美
籠
母
乳
」
の

「
美
」
の
訓
が
無
く
、
空
白
に
な
っ
て
い
る
が
、
伝
空
性
法
親
王
筆
本
で
は
「
ミ
」

が
あ
る
な
ど
、
本
文
、
書
き
入
れ
内
容
に
異
動
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
く
の
同
系

統
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
寂
印
成
俊
本
系
統
の
本
文
に
禁
裏
御
本
で

校
合
を
加
え
た
と
さ
れ
る
中
院
本
の
面
影
を
比
較
的
と
ど
め
た
本
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

岩
崎
文
庫
一
本
は
、
縦
二
五
．
四
㎝
、
横
一
八
．
〇
㎝
の
粘
葉
装
の
冊
子
で
、

東
洋
文
庫
所
蔵
で
あ
る
。
本
文
は
、
鳥
の
子
紙
、
半
葉
七
行
書
き
で
、
罫
線
を
施

し
、
題
詞
を
高
く
、
歌
を
低
く
書
く
。
『
校
本
萬
葉
集
』
お
よ
び
『
岩
崎
文
庫
貴

重
書
書
誌
解
題
』
で
は
、
訓
に
つ
い
て
、
墨
・
朱
・
紺
青
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
が
、

寂
印
成
俊
本
系
統
で
訓
を
持
た
な
い
六
首
に
つ
い
て
、
他
の
朱
訓
と
は
異
な
る
代

赭
に
近
い
色
で
訓
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
⒇

。
こ
の
本
が
七
行
書
き
で
あ
る
の

は
、
大
矢
本
系
統
の
竹
柏
園
一
本
の
場
合
と
同
様
に
、
寸
法
が
他
の
諸
本
と
比
較

し
て
か
な
り
小
さ
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
だ
ろ
う
。
横
一
八
．
〇
㎝
で
八
行
を
確

（21）
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保
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
京
大
本
な
ど
の
界
幅
二
．
四
㎝
に
は
到
底
及
ば
な
い
。
そ

の
た
め
に
、
七
行
を
選
択
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
京
大
本
、
伝
空
性
法
親
王
筆

本
と
同
様
に
巻
二
巻
末
に
「
永
和
元
年
十
一
月
廿
五
日
」
の
由
阿
、
「
応
永
廿
三

丙
申
初
秋
下
旬
」
の
今
川
範
正
の
奥
書
を
持
つ
が
、
巻
一
巻
末
の
「
古
万
葉
集
序
」

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
紀
州
本
系
統
と
の
校
合
に
由
来
す
る
巻
一
巻
末
の
藍
青
に

よ
る
「
此
以
下
異
本
无　

在
古
万
葉
集
序
奥
書
歟
」
も
な
い
。
京
大
本
、
伝
空
性

法
親
王
筆
本
と
比
較
す
る
と
、
禁
裏
御
本
由
来
の
代
赭
書
き
入
れ
を
ほ
と
ん
ど
持

た
ず
、
ご
く
僅
か
に
朱
、
墨
、
代
赭
で
書
き
入
れ
て
い
る
。
そ
の
書
き
入
れ
の
傾

向
は
、
京
大
本
に
お
い
て
、
本
文
の
右
傍
訓
が
代
赭
で
あ
る
と
こ
ろ
を
朱
等
で
書

き
入
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
左
傍
訓
は
ほ
ぼ
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
中
院

本
系
統
の
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
寂
印
成
俊
本
系
統
の
本
文
の
不

足
を
中
院
本
系
統
本
文
で
補
っ
た
か
の
よ
う
な
書
き
入
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
京
大

本
に
は
な
い
、
巻
一
巻
頭
歌
の
第
一
句
「
籠
毛
与
美
籠
母
乳
」
の
「
美
」
に
朱
訓
「
ミ
」

が
あ
り
、
さ
ら
に
、
他
の
寂
印
成
俊
本
系
統
に
は
見
ら
れ
な
い
巻
十
五
の
尾
題
を

持
っ
て
い
る
。
装
丁
が
他
の
諸
本
と
異
な
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
少
な
く

と
も
京
大
本
と
の
書
承
関
係
は
認
め
ら
れ
そ
う
に
な
い
⒇

。

以
上
、
巻
二
巻
末
の
「
永
和
元
年
十
一
月
廿
五
日
」
の
由
阿
、
「
応
永
廿
三
丙

申
初
秋
下
旬
」
の
今
川
範
正
の
奥
書
を
持
つ
諸
本
か
ら
は
、
や
は
り
、
寂
印
成
俊

本
系
統
が
半
葉
八
行
書
き
の
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
を
高
く
、
歌
を
低
く
書
く
と
い

う
共
通
書
式
を
有
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五で
は
、
一
方
の
寂
印
成
俊
本
系
統
共
通
書
式
を
採
用
し
て
い
な
い
諸
本
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。

（23）
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中
院
本
系
統
諸
本
で
最
も
目
立
つ
の
が
、
題
詞
を
低
く
、
歌
を
高
く
書
く
と
い

う
諸
本
で
あ
る
。
大
矢
本
系
統
で
は
活
字
無
訓
本
に
書
式
を
揃
え
た
と
考
え
ら
れ

る
広
幡
（
野
口
）
本
の
み
で
あ
っ
た
が
、
中
院
本
系
統
で
は
、
谷
森
本
、
谷
森
氏

一
本
（
巻
十
一
〜
十
九
）
、
前
田
家
仙
覚
本
、
多
和
文
庫
本
、
野
宮
定
基
筆
本
、

と
五
本
を
数
え
る
⒇

。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
巻
一
巻
末
の
奥
書
、
巻
二
〇

巻
末
の
奥
書
の
う
ち
、
京
大
本
の
書
写
奥
書
と
さ
れ
る
部
分
以
外
は
、
す
べ
て
存

在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
⒇

。
た
だ
し
、
巻
二
巻
末
の
「
永
和
元
年
十
一
月
廿
五
日
」

の
由
阿
、「
応
永
廿
三
丙
申
初
秋
下
旬
」
の
今
川
範
正
の
奥
書
を
持
た
な
い
。
ま
た
、

書
き
入
れ
の
多
寡
は
あ
れ
、
ど
の
本
で
も
、
禁
裏
御
本
由
来
の
代
赭
書
き
入
れ
を

有
し
て
い
る
。
特
に
、
伝
空
性
法
親
王
筆
本
や
岩
崎
文
庫
一
本
に
見
え
な
か
っ
た

巻
一
巻
頭
歌
標
目
の
京
大
本
代
赭
訓
「
ミ
ヤ
」
「
ア
メ
ノ
シ
タ
シ
ロ
シ
メ
ス
ス
メ

ラ
ミ
コ
ト
ノ
ミ
ヨ
」
が
存
在
し
て
い
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
諸
本
は
、
寂

印
成
俊
本
系
統
の
本
と
し
て
で
は
な
く
、
中
院
本
系
統
の
本
、
す
な
わ
ち
代
赭
書

き
入
れ
ま
で
も
含
ん
だ
状
態
で
書
写
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
本
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
谷
森
本
、
谷
森
氏
一
本
（
巻
十
一
〜
十
九
）
、
多
和
文
庫
本
は
、
巻

九
に
「
此
一
巻
本
書
素
然
御
自
筆
也
蒙
恩
許
写
了
」
の
奥
書
を
持
つ
こ
と
、
巻

十
二
の
短
歌
を
続
け
て
書
い
て
い
る
こ
と
、
巻
十
二
の
表
紙
見
返
し
に
「
此
一
巻

毎
哥
送
書
之
處
筆
者
之
誤
也
依
其
一
首
之
上
加
朱
劃
者
也
与
本
書
違
行
莫
怪
」
が

あ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
『
校
本
萬
葉
集
』
よ
れ
ば
、
多
和
文
庫
本
は
谷
森

本
の
一
伝
本
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
谷
森
氏
一
本
は
、
大
矢
本
系
統
の
前
半
十

巻
に
中
院
本
系
統
の
後
半
十
巻
を
取
り
合
わ
せ
た
本
で
あ
り
、
取
り
合
わ
せ
た
際

に
、
前
半
十
巻
に
も
禁
裏
御
本
に
由
来
す
る
書
き
入
れ
を
紫
で
書
き
入
れ
て
い
る
。

こ
ち
ら
も
谷
森
本
の
伝
本
と
み
て
よ
い
。
谷
森
本
、
谷
森
氏
一
本
、
多
和
文
庫
本

は
谷
森
本
系
統
と
し
て
ま
と
め
て
扱
う
の
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
⒇

。
こ
の
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系
統
は
、
巻
九
に
「
此
一
巻
本
書
素
然
御
自
筆
也
蒙
恩
許
写
了
」
の
奥
書
を
持
つ

の
だ
が
、
京
大
本
に
も
巻
九
巻
末
に
「
慶
長
十
二
年
仲
春
九
日
書
写
訖　

素
然
」

の
奥
書
が
あ
る
。
当
然
、
互
い
の
書
承
関
係
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
な
の
だ
が
、

京
大
本
に
は
な
い
、
巻
一
巻
頭
歌
の
第
一
句
「
籠
毛
与
美
籠
母
乳
」
の
「
美
」
に

朱
訓
「
ミ
」
が
あ
り
、
巻
十
二
、
二
八
六
三
番
歌
の
左
注
が
京
大
本
で
は
「
右
廿

三
首
柿
本
朝
臣
麿
之
許
集
於
」
と
な
っ
て
い
る
の
を
、
谷
森
氏
一
本
で
は
「
右
廿

三
首
柿
本
朝
臣
人
麿
之
許
集
於
」
と
「
人
」
が
書
か
れ
て
い
る
な
ど
、
本
文
に
異

動
が
あ
り
、
直
接
の
書
承
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
谷
森
本
系
統
と
分
類
可
能
な
多
和
文
庫
本
で
あ
る
が
、
唯
一
、
罫

紙
を
用
い
て
い
な
い
。
寂
印
成
俊
本
系
統
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

中
院
本
系
統
と
し
て
書
写
さ
れ
た
た
め
に
、
寂
印
成
俊
本
系
統
共
通
書
式
で
あ
っ

た
は
ず
の
罫
線
を
省
略
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
谷
森
本
は
縦
一
尺
六
分
、

横
七
寸
六
分
、
谷
森
氏
一
本
は
縦
三
一
．
六
㎝
、
横
二
二
．
九
㎝
と
ほ
ぼ
同
じ
、

特
に
横
の
寸
法
は
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
、
多
和
文
庫
本
は
縦
三
〇
．
二
㎝
、
横

二
二
．
一
㎝
と
若
干
小
さ
い
⒇

。
こ
の
こ
と
も
、
罫
線
の
省
略
を
促
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

野
宮
定
基
筆
本
の
場
合
は
、
中
院
本
系
統
と
し
て
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
が
、

比
較
的
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
。
野
宮
定
基
筆
本
は
、
縦
二
五
．
五
㎝
、
横
一
八
．

八
㎝
の
粘
葉
装
の
冊
子
で
、
石
川
武
美
記
念
図
書
館
所
蔵
で
あ
る
。
本
文
は
、
鳥

の
子
紙
、
半
葉
八
行
書
き
で
、
題
詞
を
低
く
、
歌
を
高
く
書
く
。
訓
は
、
墨
、
朱
、

紺
青
が
あ
り
、
禁
裏
御
本
由
来
の
書
き
入
れ
に
は
紫
を
用
い
て
い
る
。
紫
の
書
き

入
れ
は
、
比
較
的
詳
細
で
あ
り
、
紀
州
本
と
の
校
合
も
京
大
本
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
。

岩
崎
文
庫
一
本
な
ど
と
同
様
に
、
京
大
本
に
は
な
い
、
巻
一
巻
頭
歌
の
第
一
句
「
籠

毛
与
美
籠
母
乳
」
の
「
美
」
に
朱
訓
「
ミ
」
が
あ
り
、
紫
の
書
き
入
れ
も
京
大
本

に
は
な
い
も
の
も
存
在
す
る
た
め
京
大
本
と
の
書
承
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
野

（27）
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宮
定
基
筆
本
は
、
他
の
寂
印
成
俊
本
系
統
諸
本
と
比
較
し
て
寸
法
が
小
さ
く
、
装

丁
に
関
し
て
は
、
岩
崎
文
庫
一
本
と
共
通
す
る
点
が
多
い
の
だ
が
、
岩
崎
文
庫
一

本
が
罫
線
を
施
し
、
界
幅
を
確
保
す
る
た
め
に
半
葉
七
行
に
し
た
の
に
対
し
、
野

宮
定
基
筆
本
で
は
、
半
葉
八
行
書
き
を
踏
襲
し
た
た
め
、
行
間
が
概
ね
二
．
〇
㎝

と
狭
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
書
本
の
書
式
の
何
を
重
視
し
、
受
け
継
ぐ
か
の

違
い
だ
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
岩
崎
文
庫
一
本
が
罫
線
を
重
視
し
た
の
に
対
し
、

野
宮
定
基
筆
本
で
は
、
行
数
を
重
視
し
て
お
り
、
こ
の
点
、
多
和
文
庫
本
と
共
通

し
た
書
写
態
度
が
見
て
取
れ
る
。
な
お
、
野
宮
定
基
筆
本
は
、
「
右
元
禄
九
年
霜

天
念
五
書
寫
并
加
黒
点
／
一
校
了
同
朧
月
望
日
加
紫
朱
両
点
再
校
了
／
同
月
念
日

重
更
遂
校
合
加
紺
青
点
畢
／
左
親
衛
員
外
亜
将
藤
原
朝
臣
定
基
」
と
い
う
書
写
奥

書
を
持
っ
て
お
り
、
書
写
年
代
の
判
明
し
て
い
る
本
で
あ
る
。

前
田
家
仙
覚
本
は
、
谷
森
本
系
統
と
同
様
の
書
式
、
す
な
わ
ち
罫
紙
を
用
い
、

題
詞
が
低
く
、
歌
が
高
い
と
い
う
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
谷
森
本
系
統
の
巻
九
に

「
此
一
巻
本
書
素
然
御
自
筆
也
蒙
恩
許
写
了
」
の
奥
書
を
持
つ
こ
と
、
巻
十
二
の

短
歌
を
続
け
て
書
い
て
い
る
こ
と
、
巻
十
二
の
表
紙
見
返
し
に
「
此
一
巻
毎
哥
送

書
之
處
筆
者
之
誤
也
依
其
一
首
之
上
加
朱
劃
者
也
与
本
書
違
行
莫
怪
」
が
あ
る
と

い
う
共
通
点
を
一
つ
も
持
た
な
い
。
『
尊
経
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
（
ゆ
ま
に
書

房
、
一
九
九
九
年
十
二
月
）
に
は
「
模
本
」
と
あ
り
、
書
写
年
代
も
定
か
で
は
な

い
。
岩
崎
文
庫
一
本
な
ど
と
同
様
に
、
京
大
本
に
は
な
い
、
巻
一
巻
頭
歌
の
第
一

句
「
籠
毛
与
美
籠
母
乳
」
の
「
美
」
に
朱
訓
「
ミ
」
が
あ
る
た
め
、
京
大
本
と
は

別
系
統
で
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

最
後
に
伊
達
文
庫
本
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
伊
達
文
庫
本
は
、
半
葉
八
行
書

き
で
、
題
詞
を
高
く
、
歌
を
低
く
書
く
。
罫
紙
を
用
い
て
い
な
い
が
、
書
式
と
し

て
は
、
巻
二
〇
巻
末
に
書
写
奥
書
「
此
万
葉
集
廿
巻
以
竹
内
御
門
跡　

良
恕
准
本
」

が
あ
り
、
巻
一
巻
頭
歌
の
第
一
句
「
籠
毛
与
美
籠
母
乳
」
の
「
美
」
の
訓
が
無
い

な
ど
、
京
大
本
の
影
響
下
に
あ
る
本
と
見
ら
れ
る
。
伊
達
文
庫
本
の
本
文
に
は
、

問
題
が
多
い
の
で
あ
る
が
⒇

、
そ
れ
で
も
、
書
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
京
大
本

の
題
詞
を
高
く
、
歌
を
低
く
書
く
と
い
う
書
式
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
寂
印
成
俊
本
系
統
共
通
書
式
を
採
用
し
て
い
な
い
中
院
系
統
諸
本
を
見

て
き
た
が
、
寂
印
成
俊
本
系
統
共
通
書
式
を
採
用
し
て
い
な
い
格
段
の
理
由
は
、

確
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
谷
森
本
系
統
、
野
宮
定
基
筆
本
、
前
田
家
仙
覚

本
と
題
詞
が
低
く
、
歌
が
高
い
中
院
本
系
統
の
伝
本
の
存
在
は
、
こ
れ
ら
が
等
し

く
巻
一
巻
末
に
禁
裏
御
本
に
由
来
す
る
「
権
律
師
仙
覚
生
年　

四
十
五
」
の
奥
書
、

「
古
万
葉
集
序
」
を
持
ち
、
巻
二
〇
巻
末
に
、
「
永
和
元
年
十
一
月
廿
五
日
」
の
由

阿
、
「
応
永
廿
五
戊
戌
卯
月
上
旬
」
の
今
川
範
正
の
奥
書
を
持
ち
、
巻
一
、
二
に
紀

州
本
と
の
校
合
に
よ
る
書
き
入
れ
を
有
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
中
院
本
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
今
は
存
在
し
な
い
中
院
本
そ
の

も
の
が
、
半
葉
八
行
書
き
で
、
題
詞
が
低
く
、
歌
が
高
い
本
で
あ
っ
た
可
能
性
を

示
唆
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
、
こ
れ
ま
で
一
種
類
と
考
え
ら
れ

て
き
た
中
院
本
そ
の
も
の
が
複
数
種
類
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
今
、
こ
れ
を
証

明
す
る
手
立
て
が
な
い
が
⒇

、
少
な
く
と
も
、
今
回
の
調
査
に
よ
る
結
果
か
ら
は
、

や
は
り
、
こ
れ
ら
が
寂
印
成
俊
本
系
統
の
本
と
し
て
で
は
な
く
、
中
院
本
系
統
の

本
と
し
て
書
写
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
寂
印
成
俊
本
系
統
共
通
書
式
で
は
な
く
、
中
院
系
統

共
通
書
式
と
で
も
い
う
よ
う
な
一
面
八
行
で
題
詞
を
低
く
、
歌
を
高
く
書
く
と
い

う
書
式
を
採
用
さ
せ
て
い
る
と
考
え
て
お
き
た
い
⒇

。

六こ
こ
ま
で
、
半
葉
八
行
書
き
の
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
を
高
く
、
歌
を
低
く
書
く

（28）（29）

（30）
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と
い
う
書
式
を
寂
印
成
俊
本
系
統
共
通
書
式
と
仮
定
し
て
、
寂
印
成
俊
本
系
統
の

諸
本
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
大
矢
本
系
統
の
よ
う
に
寂
印
成
俊

本
系
統
と
し
て
書
写
さ
れ
た
場
合
に
は
、
共
通
書
式
が
保
存
さ
れ
た
ま
ま
書
写
さ

れ
、
禁
裏
御
本
由
来
の
書
き
入
れ
ま
で
を
含
ん
だ
中
院
本
系
統
と
し
て
書
写
さ
れ

た
場
合
に
は
、
異
な
る
共
通
書
式
が
採
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
半
葉
八
行
書
き
の
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
を
高
く
、
歌
を
低
く
書
く

と
い
う
書
式
を
寂
印
成
俊
本
系
統
共
通
書
式
と
し
て
認
め
て
も
よ
い
か
に
思
わ
れ

る
。し

か
し
、
こ
れ
を
寂
印
成
俊
本
系
統
の
共
通
書
式
と
認
定
す
る
に
は
問
題
が
あ

る
。
巻
二
〇
巻
末
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
成
俊
が
こ
の
本
を
成
し
た
の
は
文
和
二

（
一
三
五
三
）
年
で
あ
り
、
今
回
調
査
対
象
と
し
た
諸
本
は
、
最
も
書
写
が
早
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
大
矢
本
で
も
室
町
末
期
で
あ
る
。
寂
印
成
俊
本
の
成
立
時
に
、

半
葉
八
行
書
き
の
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
を
高
く
、
歌
を
低
く
書
く
と
い
う
書
式
が

用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
証
拠
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
寂
印

成
俊
本
系
統
共
通
書
式
の
成
立
を
、
成
俊
が
こ
の
本
を
成
し
た
文
和
二
年
と
ま
で

は
限
定
で
き
な
い
が
、
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
流
布
し
た
寂
印
成
俊
本
と
さ

れ
る
本
が
、
半
葉
八
行
書
き
の
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
を
高
く
、
歌
を
低
く
書
く
と

い
う
書
式
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
ら
ば
、
そ
れ
ま
で
の
『
万
葉
集
』
諸
本
に
な
か
っ
た
、
罫
紙
を
用
い
る
と
い

う
書
式
が
な
ぜ
採
用
さ
れ
た
の
か
。
次
の
田
坂
憲
二
氏
の
指
摘
⒇

が
参
考
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

　

 

天
地
の
横
界
に
、
更
に
縦
の
界
線
を
引
く
の
は
、
行
間
を
一
定
に
保
つ
た
め

で
あ
っ
て
、
形
態
の
上
で
は
、
一
紙
あ
た
り
の
行
数
を
定
め
に
く
い
巻
子
本

に
、
こ
の
例
が
多
い
。
内
容
的
に
は
、
経
典
や
儀
軌
類
な
ど
の
仏
書
や
訓
点

資
料
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
仮
名
資
料
に
お
い
て
も
、
本
文
の
行
間
に
注
釈

（31）

を
記
入
す
る
形
態
の
注
釈
書
で
は
、
広
く
行
間
を
開
け
る
必
要
が
あ
る
た
め

に
用
い
ら
れ
る
。

注
釈
を
書
き
入
れ
る
た
め
に
、
罫
紙
を
用
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
『
万
葉
集
』

に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

寂
印
成
俊
本
系
統
で
、
他
本
と
の
校
合
に
よ
る
書
き
入
れ
を
持
た
な
い
と
い
う

の
は
、
大
矢
本
系
統
の
大
矢
本
、
竹
柏
園
一
本
、
広
幡
（
野
口
）
本
に
限
ら
れ
る
。

竹
柏
園
一
本
は
、
書
き
入
れ
を
途
中
で
終
え
た
可
能
性
を
持
ち
、
広
幡
（
野
口
）

本
は
、
活
字
無
訓
本
を
補
う
目
的
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
七
に

錯
簡
を
持
た
ず
、
禁
裏
御
本
、
中
院
本
の
影
響
を
受
け
な
い
と
う
、
あ
る
意
味
で

は
純
粋
な
寂
印
成
俊
本
系
統
の
伝
本
と
い
う
も
の
は
、
今
回
の
調
査
で
は
確
認
で

き
て
い
な
い
。
罫
紙
の
使
用
は
、
寂
印
成
俊
本
と
い
う
系
統
が
、
単
な
る
『
万
葉

集
』
伝
本
と
し
て
で
は
な
く
、
他
本
と
の
校
合
や
注
釈
を
書
き
入
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
⒇

。

こ
れ
ま
で
、
巻
七
錯
簡
本
を
含
め
た
寂
印
成
俊
本
系
統
全
体
に
つ
い
て
は
、
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
『
万
葉
集
』
享
受
の
あ
り
方
を
そ
の
書
式
に

と
ど
め
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
近
世
に
至
る
万
葉
集
研
究
の
解
明
に
資
す
る
と
思

わ
れ
、
今
後
、
系
統
全
体
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

[

注]

⑴ 　

『
校
本
萬
葉
集　

首
巻
』「
萬
葉
集
諸
本
系
統
の
研
究
」（
一
九
三
一
年
六
月
）
。

⑵　

奥
書
の
翻
刻
は
『
校
本
萬
葉
集
』
に
従
う
が
、
一
部
表
記
等
を
改
め
た
。

⑶　

以
下
、
『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
は
旧
国
歌
大
観
番
号
を
用
い
た
。

⑷ 　

武
田
祐
吉
氏
「
萬
葉
集
巻
七
の
錯
簡
に
就
い
て
」
（
「
心
の
花
」
二
七
巻
三
号　

一
九
二
三
年
三
月
）
。

⑸　

『
校
本
萬
葉
集
』
で
は
、
金
沢
文
庫
本
も
寂
印
成
俊
本
系
統
と
す
る
。

（32）
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⑹ 　

関
東
大
震
災
に
よ
り
焼
失
。

⑺ 　

「
陽
明
文
庫
所
蔵
「
古
活
字
本
万
葉
集
」
に
つ
い
て
―
校
合
関
係
に
関
す
る

調
査
を
基
に
」
（
「
萬
葉
」
二
〇
八
号　

二
〇
一
一
年
三
月
）
。

⑻ 　

「
万
葉
集
京
大
本
代
赭
書
き
入
れ
の
性
格
―
仙
覚
寛
元
本
の
原
形
態
」
（
「
国

語
国
文
」
八
一
巻
八
号　

二
〇
一
二
年
八
月
）
な
ど
の
論
考
。

⑼ 　
　

『
萬
葉
学
史
の
研
究
』「
終
章　

二　

江
戸
時
代
の
萬
葉
学
へ
」（
二
〇
〇
七

年　

お
う
ふ
う
）

⑽ 　

本
稿
で
は
墨
で
罫
線
の
施
さ
れ
た
料
紙
を
罫
紙
と
呼
ぶ
。

⑾ 　

近
衛
本
、
伝
空
性
法
親
王
筆
本
、
大
島
雅
太
郎
氏
所
蔵
本
、
前
田
家
仙
覚
本
、

伊
達
文
庫
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
紙
焼
き
写
真
、
多
和
文
庫
本
は
、

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
大
矢
本
、
谷
森
本
は
『
校

本
萬
葉
集　

諸
本
輯
影
』
に
よ
っ
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
他
諸
本
は
各
所
蔵

先
に
て
原
本
調
査
を
行
っ
た
。

⑿　

元
暦
校
本
が
四
方
に
墨
界
を
、
金
沢
文
庫
本
が
四
方
に
金
界
を
持
つ
。

⒀ 　

「
界
」
の
項
。
今
井
明
氏
・
山
田
洋
嗣
氏
執
筆
。

⒁ 　

多
和
文
庫
蔵
の
『
万
葉
集
』
（
六
冊
）
が
半
葉
十
行
書
き
の
罫
紙
を
用
い
て

い
る
が
、
明
ら
か
に
後
世
の
も
の
で
あ
る
。

⒂ 　

近
衛
本
、
大
矢
本
の
寸
法
等
は
『
校
本
萬
葉
集
』
の
表
記
に
従
っ
た
。

⒃ 　

図
書
寮
一
本
は
、
巻
一
、
二
、
十
四
以
外
の
十
七
冊
が
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
で

あ
る
。
『
校
本
萬
葉
集
』
で
は
各
巻
別
筆
と
す
る
が
、
禁
裏
御
本
と
の
校
合
に

よ
る
結
果
を
巻
三
、
七
、
九
、
十
一
、
十
五
、
十
七
に
は
代
赭
で
、
巻
四
、
六
、
八
、
十
、

十
二
、
十
三
、
十
六
、
十
八
に
は
紫
で
書
き
入
れ
て
お
り
、
概
ね
奇
数
巻
と
偶
数

巻
で
筆
者
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
禁
裏
御
本
と
の
校
合
に
よ
る
書
き
入
れ
の

内
容
は
、
比
較
的
詳
細
で
あ
る
。

⒄ 　

寂
印
成
俊
本
系
統
に
本
来
は
見
え
な
い
訓
の
部
分
は
黄
で
囲
わ
れ
て
い
る
。

⒅ 　

寛
永
版
本
等
を
書
写
し
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
題
詞
を
高
く
歌
を
低

く
書
い
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
。

⒆ 　

墨
で
書
か
れ
た
部
分
を
胡
粉
で
塗
抹
し
紺
青
訓
に
訂
正
し
よ
う
と
し
た
跡

や
、
題
詞
を
低
く
、
歌
を
高
く
す
る
と
い
う
位
置
に
関
す
る
書
き
入
れ
な
ど
が

多
い
。

（20）�　

京
大
本
を
基
準
と
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
谷
森
本
、
谷
森
氏
一
本
は
焼
失
に

よ
っ
て
巻
一
、
二
〇
を
失
っ
て
い
る
た
め
表
か
ら
は
除
外
し
、
そ
の
書
写
と
さ

れ
る
多
和
文
庫
本
の
調
査
結
果
を
示
し
た
。
大
島
雅
太
郎
氏
所
蔵
本
は
巻
二
途

中
ま
で
の
未
製
本
の
零
本
で
あ
り
、
墨
以
外
の
書
き
入
れ
を
持
た
な
い
た
め
表

か
ら
は
除
外
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
調
査
で
は
書
き
入
れ
の
色
は

判
別
で
き
な
い
た
め
、
書
き
入
れ
の
有
無
に
つ
い
て
の
み
記
し
た
。

（21）�　

伝
空
性
法
親
王
筆
本
の
寸
法
は
『
校
本
萬
葉
集
』
に
従
っ
た
。

（22）�　

特
に
、
巻
二
の
一
〇
四
番
歌
の
訓
は
、
明
ら
か
に
代
赭
に
よ
っ
て
書
き
入
れ

ら
れ
て
い
る
。

（23）�　

岩
崎
文
庫
一
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（24）�　

大
島
雅
太
郎
氏
所
蔵
本
は
前
掲
の
理
由
に
よ
り
検
討
対
象
と
は
し
な
い
。

（25）�　

谷
森
本
、
谷
森
氏
一
本
の
焼
失
部
分
は
『
校
本
萬
葉
集
』
に
よ
る
。

（26）�　

谷
森
本
は
江
戸
初
期
書
写
と
さ
れ
て
い
る
が
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
て
し

ま
っ
て
お
り
、
『
校
本
萬
葉
集
』
の
記
述
と
諸
本
輯
影
に
残
さ
れ
た
写
真
で
し

か
確
認
で
き
な
い
た
め
、
全
体
と
し
て
は
、
多
和
文
庫
本
を
、
後
半
九
冊
は
谷

森
氏
一
本
を
参
照
し
た
。

（27）�　

谷
森
本
の
寸
法
は
『
校
本
萬
葉
集
』
に
従
い
、
多
和
文
庫
本
は
マ
イ
ク
ロ
よ

り
算
出
し
た
。

（28）�　

伊
達
文
庫
本
に
つ
い
て
は
本
共
同
研
究
の
研
究
会
に
て
高
松
寿
夫
氏
の
発
表

が
あ
っ
た
。



－ 47 －

（29）�　

陽
明
文
庫
蔵
「
古
活
字
本
万
葉
集
」
と
の
関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

（30）�　

む
し
ろ
、
中
院
本
系
統
の
代
表
と
さ
れ
る
京
大
本
の
書
式
に
疑
問
を
持
つ
べ

き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（31）�　

『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
「
界
幅
」
の
項
。

（32）�　

浅
田
徹
氏
の
「
漢
籍
や
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
、
講
釈
・
伝
授
の
対
象
に
な
る

作
品
で
は
行
間
に
注
釈
等
を
書
き
入
れ
る
た
め
に
わ
ざ
と
広
く
空
け
て
お
く
例

も
見
受
け
ら
れ
る
。
」
（
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
「
行
間
」
の
項
）
と
い
う

指
摘
も
当
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。




